
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別： ＩＤプレートに赤色の丸シールを貼付する。 

注： は追加する部品を示す。 

 は点検の結果、交換する部品を示す。 

 

マニュアルエアコンのヒータユニットにおいて、吹出し口切替え機構の構造が不適切なため、高

温条件下で吹出し口切替えダイヤルを素早く操作すると、内部部品が外れ、操作不能になる場合が

ある。そのため、デフロスタが使用できず、前面ガラスの視野を確保できなくなるおそれがある。 

改善の内容 

全車両、ヒータユニットに内部部品の外れ防止用ブラケットを追加する。また、吹出し口切替え

ケーブルを点検し、曲がりのあるものは当該ケーブルを新品に交換する。 

外れ防止用  

ブラケット  

基準不適合発生箇所  

ヒータユニット  

吹出し口切替えケーブル  


